
１７年度の教育研究の取り組みについて 
                                満濃町立満濃南小学校 
１ 研究テーマ 

 
 
 
 
２ 研究構想 

(1) ねらいの明確化を図る教材研究・子ども研究の充実 
① 教材分析によるねらいの明確化 

② 分かる喜びにつなげる実態分析と支援の充実 

③ 思考力・学習意欲を高める問題解決学習展開 

④ 自ら学び力を育てる発問・助言の研究 

⑤ 指導過程を明確化する板書の構造化 

⑥ 研修内容の確認と積み上げ 

 
                  (2) 自ら学ぶ喜びを体感させる授業実践の日常化 

① ドリル学習や検定のリンクによる基礎学力の定着 

② 自ら学ぶ力を育てる授業研究 

③ 子どもの思考を見取る評価材料としてノート指導 

④ 個に応じた指導を深める少人数指導体制の強化 

 

                  (3) 生涯学習につなげる自学の姿勢作り 
① 授業終末の自己評価と自己課題の明確化 

② 家庭学習の手引き、家庭学習支援プリントの開発 

③ 自学の奨励・習慣化 

 
 
 
３ 研究内容 
  (1) ねらいの明確化を図る教材研究と子ども研究の充実 

 

① 教材分析によるねらいの明確化 

・ 教材研究では、学習指導要領でのねらいや教科書をもとにその教材の系統性をつかむと

ともに、その教材の基礎・基本となるものをしっかりと捉えた上で本時のねらいを明確に

する。さらに指導においては、何を使ってどのような過程で考えを深めていけば、本時の

ねらいに到達できるか、模擬授業を通して具体的に教材研究することを大切にし、そこで

練られた具体的授業像を、本時の目標として、「～～することによって、～～に気づき（理

解し）、～～することができる。」と行動目標で詳しく書き表すようにする。 

 

② 分かる喜びにつなげる子ども研究と支援の充実 

・ レディネステストによる実態分析とその手立ての工夫 

      まず、ＣＲＴ検査や学習状況調査の結果分析を行い、各学級の学力の実態をつかみ、重

点指導内容を明確にする。理解が難しいと思われる単元については、一人一人のレディネ

スを探る実態調査を行い、個に応じた効果的な学習指導過程や手立ての工夫を図っていく。 

 

・ 座席表による理解度の把握と具体的支援 

 実際の指導においては、座席表を使って各種テストでの個の実態を明確にし、その分析

に基づいてつまずきを予測し、個に応じた具体的支援を考慮しておく。 

子どもの学習意欲を高め、基礎学力の定着を図る指導のあり方 
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③ 思考力・学習意欲を高める問題解決学習展開 

     本校における算数科での問題解決学習展開について日々の授業や現教での模擬授業を通し

て明確にし、共通理解を図る。 

   

   ④ 自ら学ぶ力を育てる発問・助言の研究 
 【自ら学ぶ】  
  ・「今までの学習したことが使えないかな？」「前に学習したことを思い出してごらん。」 
  ・「～～に目をつけると解けそうだね。」 
  ・「○○と△△を関係付けると、どんなことが考えられますか？」 

     ・「1つの方法でできたら、他に解く方法はないかな？といろいろな方法で確かめてみるといいね。」 
・「できるだけ簡単で、分かりやすいものにすることが大切だったね。」 
・「どれも～～と考えられそうですか？」     ｅｔｃ． 
 
【学び合い】 
・「○○さんの意見を聞いて何か気がつくことはないかな？」 

     ・「○○さんは、前に学習したことを使って考えられていたね。どんなことか、もう一度いえますか。」 
     ・「○○さんは、友だちの考えと比べて自分の考えが言えていたよ。」 

・「友だちのすばらしい考えはどんどん自分のものにしていこうね。」   ｅｔｃ． 
 
【まとめ・振り返り】 
・「みんなのまとめと比べて足りないところは、ノートに書き足しておくといいね。」 

  ・「どうしてみんなの考えと違ったのか、その原因もこれからの勉強のために大切にしていこうね。」ｅｔｃ． 

 

⑤ 指導過程を明確にする板書の構造化 

  板書においても、「子どもたちが自分たちの学びの道筋を振り返れる板書」、「指導過程が誰

にでもすぐ理解できる板書」を合言葉に、授業像を明確にする板書づくりに努めている。 

   【例 3年算数少人数授業「わり算」じっくりコースの板書】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
３年 座席図【じっくりコース】 

 
Ψ ヒント，助言が必要  × 個別指導が必要 

᷉ Ψ ᷊ × Ḁ × ḁ × Ḉ × 

①Ａ Ｂ Ａ Ａ 
②９８ 
③４分 
④２つずつ 
⑤ 計算は習熟すればできる
が，理解に時間がかかるの
で，確認していきたい。 

① Ｂ Ｃ Ａ Ｂ 
② ６８（時間不足） 
③ ８分 
④ １つずつ 
⑤ 九九が十分理解できてい
ない。集中力に欠け，話の
内容を理解して聴けない。
一つ一つ確認して支援して
いく必要がる。  

① Ａ Ｂ Ａ Ｂ 
② ９６ 
③ ４分 
④ １つずつ 
⑤ 内容理解，計算に抵抗が
大きく，時間がかかる。
課題解決には，具体物な
どの支援を要する。 

①  Ａ Ａ Ｂ 
② ００ 
③ ３分 
④ １つずつ 
⑤ 内容理解に時間がかかる。
新しい課題の理解や解決
に抵抗があり，理解までの
支援を要する。 

① 実施 
② ８（時間不足） 
③ １０分 
④ １つずつ 
⑤ 気分にムラがあり集中でき
ない。計算力，考え方ともに
不十分なので，友達の発言を
繰り返させて，確認していき
たい。 

 

① ＣＲＴ結果   関 考 表 知 
② ａ×□＝ｂ（５０問 ６分） 
③ ａ×□＝ｂ（５０問 所要時間） 
④ わり算（１８÷３の解決方法） 
⑤ 備考 

教    卓 

 
                         
             １２ｍ                      練習問だい 
                                               
            ３ｍ 

        【リボンを切って】   【テープ図で】 
                                              （式）  
                      １つ分   ２つ分  ３つ分 ４つ分       ２１÷３＝７ 
      ４つ分だから ４倍       ３ｍが４つ分だから ４倍         こたえ ７倍 
       【 式で 】               まとめ 
      式   １２÷３＝４      ３ｍ×□＝１２ｍ             
                    だから□は １２÷３＝４      
          こたえ ４倍          こたえ ４倍                  

３の３倍―９ 
２この４倍 
  －８こ 
２ｍの 6倍 
  －１２ｍ 

１２ｍのリボンは、3ｍの 
リボンの長さの何倍です

何倍になるかをもとめる計算のし方を考えよう 

何倍かをもとめる問

だいもわり算の式に

あらわすとできる 

 ２１ｍのロープは３ｍの 
ロープの長さの何倍です

【例 ○年少人数指導における座席

 




